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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジング（１６０）と、上部表面（１６９）であって、螺子が切られた表面を有する
内部的に螺子が切られたボア（１３０）を有する前記上部表面（１６９）と、前記螺子が
切られたボア（１３０）から半径方向において移動した少なくとも１つの入口オリフィス
（１２０）と、前記少なくとも１つの入口オリフィス（１２０）を取り囲む軸方向の封止
体（１２５）と、を有するスピンオン流体処理装置（１００）であって、
　出口チューブ（１１０）が、前記出口チューブ（１１０）と前記螺子が切られた表面の
間の前記ボア（１３０）の内側にリング形状の空間をあけるように、同心状の位置におい
て、前記螺子が切られたボア（１３０）の内側において少なくとも部分的に配設され、処
理媒体（１５１）が、前記少なくとも１つの入口オリフィス（１２０）を通じて進入する
、且つ、前記出口チューブ（１１０）を通じて離脱する、流体を処理するべく、前記ハウ
ジング（１６０）の内側において配置され、
　前記出口チューブ（１１０）には、実質的に円筒形を有し、且つ、前記処理された流体
を受け入れるフィルタヘッド（２００）の入口スパッド（２１０）の補完的要素（２１５
、２１６）と係合するべく構成された、外部的に方向付けされた封止部分（１１５、１１
６）が提供されている、スピンオン流体処理装置（１００）。
【請求項２】
　前記封止部分（１１５、１１６）は、少なくとも軸方向コンポーネントを有する請求項
１に記載のスピンオン流体処理装置（１００）。
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【請求項３】
　前記封止部分（１１５、１１６）は、少なくとも半径方向コンポーネントを有する請求
項１又は２に記載のスピンオン流体処理装置（１００）。
【請求項４】
　前記出口チューブ（１１０）は、実質的に円筒形のチューブとして形成され、前記外部
的に方向付けされた封止部分（１１５、１１６）であるその壁は、開放上端部において丸
められており、且つ、前記半径方向コンポーネントは、前記丸められた壁の外向きに方向
付けされた部分を含む請求項３に記載のスピンオン流体処理装置（１００）。
【請求項５】
　前記出口チューブ（１１０）は、実質的に円筒形のチューブとして形成され、前記外部
的に方向付けされた封止部分（１１５、１１６）であるその壁は、円錐形の表面を形成す
るように、開放上端部においてテーパー化されており、且つ、前記半径方向コンポーネン
トは、前記円錐形の表面を含む請求項３に記載のスピンオン流体処理装置（１００）。
【請求項６】
　前記出口チューブ（１１０）は、実質的に円錐台形のチューブとして形成され、且つ、
前記半径方向コンポーネントは、前記実質的に円錐台形のチューブの外側表面を含む請求
項３に記載のスピンオン流体処理装置（１００）。
【請求項７】
　前記処理媒体は、前記ハウジングの内側のカートリッジ内に配置され、前記カートリッ
ジは、弾性要素により、前記上部表面に向かって押圧されている請求項１から６のいずれ
か１項に記載のスピンオン流体処理装置（１００）。
【請求項８】
　前記出口チューブは、前記補完的要素上の対応する形状との間において封止状態となる
ように構成された、非円筒対称性を有する形状の終端部を有する請求項７に記載のスピン
オン流体処理装置（１００）。
【請求項９】
　前記出口チューブは、前記上部表面に対して軸方向に運動可能である請求項７に記載の
スピンオン流体処理装置（１００）。
【請求項１０】
　前記外部的に方向付けされた封止部分は、前記螺子が切られたボアの下端部と前記上部
表面によって定義された容積内において少なくとも部分的に位置決めされている請求項１
から９のいずれか１項に記載のスピンオン流体処理装置（１００）。
【請求項１１】
　前記処理媒体は、フィルタ媒体である請求項１から１０のいずれか１項に記載のスピン
オン流体処理装置（１００）。
【請求項１２】
　フィルタヘッド（２００）を有する機械と、請求項１から１１のいずれか１項に記載の
スピンオン流体処理装置（１００）と、を有するシステムであって、
　前記フィルタヘッド（２００）は、前記スピンオン流体処理装置（１００）の前記少な
くとも１つの入口オリフィス（１２０）との間の流体連通を実現するように構成された少
なくとも１つのヘッド出口チューブと、前記スピンオン流体処理装置（１００）の前記出
口チューブ（１１０）との流体連通を実現するように構成されたヘッド入口スパッド（２
１０）と、を有し、前記ヘッド入口スパッド（２１０）は、前記スピンオン流体処理装置
の前記螺子が切られたボアと係合するように構成された螺子が切られた外側表面（２３０
）を有するその端部に提供されたスナウトを含み、且つ、
　前記外部的に方向付けされた封止部分は、前記ヘッド入口スパッド（２１０）の補完的
要素と係合するべく構成されている、システム。
【請求項１３】
　キットであって、
　－上部表面（１６９）であって、螺子が切られた表面を有する中央に配置された内部的
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に螺子が切られたボア（１３０）を有する上部表面（１６９）と、前記螺子が切られたボ
ア（１３０）から半径方向において移動した少なくとも１つの入口オリフィス（１２０）
と、前記少なくとも１つの入口オリフィス（１２０）を取り囲む軸方向の封止体（１２５
）と、を有する実質的に円筒形のハウジング（１６０）を有するスピンオン流体処理装置
（１００）であって、処理媒体（１５１）が、前記少なくとも１つの入口オリフィス（１
２０）を通じて進入する、且つ、出口チューブ（１１０）を通じて離脱する、流体を処理
するべく、前記ハウジング（１６０）の内側において配置されている、スピンオン流体処
理装置（１００）と、
　－実質的に円筒形を有し、且つ、前記処理された流体を受け入れるフィルタヘッド（２
００）の入口スパッド（２１０）の補完的要素（２１５、２１６）と係合するべく構成さ
れた、外部的に方向付けされた封止部分（１１５、１１６）を有する出口チューブ（１１
０）の端部で部分を形成する部分（１０２）と、
　を有し、
　前記部分は、前記出口チューブ（１１０）が、前記出口チューブ（１１０）と前記螺子
が切られた表面の間の前記螺子が切られたボア（１３０）の内側にあるリング形状の空間
をあけるように、同心状の位置において、且つ、前記出口チューブとの封止された流体連
通状態において、前記螺子が切られたボア（１３０）の内側において少なくとも部分的に
配設されるように、前記スピンオン流体処理装置（１００）内に設置可能となるように適
合されている、キット。
【請求項１４】
　スピンオン流体処理装置（１００）をフィルタヘッド（２００）上に取り付ける方法で
あって、
　（ａ）外部的に螺子が切られたスパッド（２１０）を有するフィルタヘッド（２００）
を提供するステップであって、前記スパッド（２１０）は、内部的に方向付けされた封止
表面（２１６）を有する、ステップと、
　（ｂ）フィルタ要素（１５０）を保持するハウジング（１６０）を有するスピンオン流
体処理装置（１００）を提供するステップであって、前記ハウジング（１６０）は、内部
的に方向付けされた螺子山を含む螺子が切られた表面を有する中央ボア（１３０）を有す
るカバー片（１６９）を有し、前記フィルタ要素（１５０）は、出口チューブ（１１０）
と前記螺子が切られた表面の間の前記ボア（１３０）の内側にリング形状の空間をあける
ように、同心状の位置において、前記ボア（１３０）の内側において少なくとも部分的に
配設される前記出口チューブ（１１０）を有する、ステップと、
　（ｃ）前記中央ボア（１３０）の前記内部の螺子山を前記スパッド（２１０）の前記外
部の螺子山と螺合自在に結合することにより、前記スピンオン流体処理装置（１００）を
前記フィルタヘッド（２００）に接続するステップと、
　（ｄ）前記出口チューブ（１１０）を前記スパッド（２１０）内に導くステップと、
　（ｅ）前記出口チューブ（１１０）と前記スパッド（２１０）の内部表面との間におい
て、且つ、これらに圧接した状態において、封止を形成するステップと、
　を有する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、ＰＣＴ国際特許出願として２０１８年８月１０日付けで出願され、且つ、２
０１７年８月１１日付けで出願された欧州特許出願第１７１８６０６１．２号の優先権の
利益を主張するものであり、この特許文献の開示内容は、引用により、そのすべてが本明
細書に包含される。
【０００２】
　本開示は、流体処理システムに関し、具体的には、燃料、油、その他のエンジン流体、
液圧流体、及びこれらに類似したものなどの液体をフィルタリングする交換可能なスピン
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オンフィルタに関する。
【背景技術】
【０００３】
　スピンオンタイプのフィルタは、通常、その上部表面内において中央オリフィスを有し
、この中央オリフィスには、エンジン又は機械上の中空の螺子が切られた金属円筒体と係
合するように構成された金属内側螺子山が提供されており、この中央オリフィスを通じて
フィルタリング済みの液体が戻されている。フィルタリング対象の液体が十分な粘性を有
すると共に螺子山が十分に小さなトレランスを伴って製造されている場合には、係合され
た、螺子が切られた金属部分は、処理媒体を通過することのない、汚れた（未処理の）側
からクリーンな（処理済みの）側への流体の大規模なバイパスを回避するべく、フィルタ
ハウジングの内側の流体のクリーンな（未処理の）フロー経路とフィルタハウジングの内
側の流体の汚れた（処理済みの）フロー経路との間において、十分な封止を形成すること
になる。上部表面内には、汚れた流体を受け入れるべく、中央オリフィスから半径方向に
おいて移動した、１つ又は複数の更なるオリフィスが提供されている。軸方向の封止体が
、フィルタハウジング内の流体と外側環境との間の封止を生成している。
【０００４】
　従来技術におけるスピンオンフィルタは、国際特許出願第２０１３／１８８０３６Ａ１
号、第２０１５／１５６７６０Ａ１号、及び第２０１３／０２８３２０Ａ２号パンフレッ
トのものを含む。
【０００５】
　フィルタの設置の前にインターフェイスにおいて（且つ具体的には螺子が切られた表面
上に）存在している、プラスチック又は金属粒子などの不純物が、設置後にフィルタのク
リーンな側の内側において残留しうると共に、動作の際に機械又はエンジンに到達しうる
、という点が、既知のスピンオンフィルタの欠点である。
【０００６】
　更には、不純物はフィルタの設置の際に金属の間の螺子係合によっても形成される可能
性があり、且つ、これらの不純物の一部分も、フィルタのクリーンな側の内側において残
留しうるであろう。
【０００７】
　従来技術に対する改善が望ましい。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本開示の一態様によれば、スピンオン流体処理装置が提供されており、装置は、ハウジ
ングと、上部表面であって、内部的に螺子が切られたボアを有する上部表面と、前記螺子
が切られたボアから半径方向において移動した少なくとも１つの入口オリフィスと、前記
少なくとも１つの入口オリフィスを取り囲む軸方向の封止体と、を有し、出口チューブが
、同心状の位置において前記螺子が切られたボアの内側において少なくとも部分的に配設
されており、処理媒体が、前記少なくとも１つの入口オリフィスを通じて進入する、且つ
、前記出口チューブを通じて離脱する、流体を処理するべく、前記ハウジングの内側にお
いて配置されており、且つ、前記出口チューブには、前記処理済みの流体を受け入れるエ
ンティティの入口スパッドの補完的要素と係合するべく構成された外部的に方向付けされ
た封止部分が提供されている。出口チューブは、「出口オリフィス」とも呼称されている
。
【０００９】
　本明細書において使用されている「半径方向において移動した」という用語は、入口オ
リフィスが、内部的に螺子が切られたボアの完全に外側に位置することを意味している。
本明細書においては、「外部的に方向付けされた」という用語は、封止部分が、上向きの
、且つ／又は、半径方向を外向きの、方向において動作していることを示すべく、使用さ
れている。ハウジングは、実質的に円筒形であってよい。内部的に螺子が切られたボアは
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、前記上部表面内において、中央に配置することができる。
【００１０】
　本開示による装置の螺子が切られたボアの内側の螺子山と機械の接続スナウトの外側の
螺子山が、設置の最中及び後に、装置のクリーンな側から隔離された状態において留まっ
ており、これにより、これらの螺子が切られた表面上に存在している不純物による装置の
クリーンな側の汚染が回避されている、という点が、本開示の利点である。
【００１１】
　本出願の全体を通じて、不純物の存在の回避が参照されている場合には、これは、例え
ば、５００μｍの閾値、好ましくは、１００ミクロンの閾値などの、特定の閾値を超過し
たサイズを有する不純物の存在の回避を含んでいる。この閾値サイズの不純物は、別個の
封止部材の使用を伴うことなしに、回避することが可能であり、その理由は、例えば、フ
ィルタカートリッジのプラスチックの出口チューブと機械ヘッドの金属入口チューブとの
間の線接触係合が十分な封止を形成することになるからである。
【００１２】
　Ｏリングなどの封止部材が出口チューブ上において提供されている、いくつかの用途に
おいては、不純物の存在の回避は、例えば、５０μｍの閾値、好ましくは、５ミクロンの
閾値、などの、特定のより小さな閾値を超過したサイズを有することを更に含みうる。
【００１３】
　本開示によるスピンオン流体処理装置の一実施形態においては、封止部分は、少なくと
も軸方向のコンポーネントを有する。
【００１４】
　本開示によるスピンオン流体処理装置の一実施形態においては、封止部分は、少なくと
も半径方向のコンポーネントを有する。
【００１５】
　特定の一実施形態においては、出口チューブは、実質的に円筒形のチューブとして形成
され、その壁は、開放上端部において丸められており、且つ、半径方向のコンポーネント
は、丸められた壁の外向きに方向付けされた部分を含む。壁は、「封止部分」とも呼称さ
れている。
【００１６】
　この実施形態は、金属から製造された出口チューブと共に使用されるのに特に適してい
る。但し、プラスチック、ザマック（ｚａｍａｃ）、又はエラストマを含む出口チューブ
用のその他の材料を使用することも可能である。
【００１７】
　別の特定の実施形態においては、出口チューブは、実質的に円筒形のチューブとして形
成され、その壁は、円錐形の表面を形成するように、開放上端部においてテーパー化され
ており、且つ、半径方向のコンポーネントは、円錐形の表面を含む。
【００１８】
　この実施形態は、プラスチックから製造された出口チューブと共に使用されるのに特に
適している。
【００１９】
　別の特定の実施形態においては、出口チューブは、実質的に円錐台形のチューブとして
形成されており、且つ、半径方向のコンポーネントは、実質的に円錐台形のチューブの外
側表面を含む。
【００２０】
　この実施形態は、プラスチックから製造された出口チューブと共に使用されるのに特に
適している。
【００２１】
　本開示によるスピンオン流体処理装置の一実施形態においては、前記処理媒体は、前記
ハウジングの内側のカートリッジ内において配置されており、前記カートリッジは、弾性
要素により、前記上部表面に向かって押圧されている。
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【００２２】
　特定の一実施形態においては、出口チューブは、補完的要素の対応する形状との間にお
いて封止状態となるように構成された、非円筒対称性を有する形状の終端部を有する。
【００２３】
　この解決策は、カートリッジとハウジングとの間において配設された弾性要素が、適切
な封止構成を保証するべく必要とされる軸方向の力を生成している、スピンオン製品の場
合に、特に適している。カートリッジは、弾性要素と上部表面（バッフルプレート）との
間において少し押圧されるのに伴って、スピンオンハウジング内において回転することが
できる。このようにして、出口チューブを有するカートリッジが、自身を自動的に方向付
けると共に良好な封止を依然として生成することになることから、例えば、長円の形状な
どの、非円対称の形状を使用することができる。
【００２４】
　特定の一実施形態においては、出口チューブは、上部表面との関係において軸方向にお
いて運動可能である。
【００２５】
　この解決策は、カートリッジとハウジングとの間において配設された弾性要素が、適切
な封止構成を保証するべく必要とされる軸方向の力を生成している、スピンオンフィルタ
に特に適している。相応して、出口チューブは、スピンオンが挿入されている際に、ハウ
ジングの内側において下方に移動することができる。
【００２６】
　本開示によるスピンオン流体処理装置の一実施形態においては、外部的に方向付けされ
た封止部分は、螺子が切られたボアの下端部及び上部表面によって定義される容積内にお
いて少なくとも部分的に位置決めされている。
【００２７】
　装置の取扱いの際の封止部分の偶発的な接触及び汚染が回避されうることが、本実施形
態の一利点である。
【００２８】
　本開示によるスピンオン流体処理装置の特定の一実施形態においては、外部的に方向付
けされた封止部分は、設置された際に、螺子が切られたボアの下端部及び上部表面によっ
て定義される容積内において少なくとも部分的に位置決めされている。
【００２９】
　本開示によるスピンオン流体処理装置の一実施形態においては、処理媒体は、フィルタ
媒体である。
【００３０】
　本開示の一態様によれば、処理装置ヘッドを有する機械と、スピンオン流体処理装置と
、を有するシステムが提供され、前記スピンオン流体処理装置は、上部表面であって、中
央において配置された内部的に螺子が切られたボアを有する上部表面と、前記螺子が切ら
れたボアから半径方向において移動した少なくとも１つの入口オリフィスと、前記少なく
とも１つの入口オリフィスを取り囲む軸方向の封止体と、を有する実質的に円筒形のハウ
ジングを有し、処理媒体が、前記少なくとも１つの入口オリフィスを通じて進入する、且
つ、前記出口チューブを通じて離脱する、流体を処理するべく、前記ハウジングの内側に
おいて配置されており、前記処理装置ヘッドは、スピンオン処理装置の少なくとも１つの
入口オリフィスとの流体連通を実現するように構成された少なくとも１つのヘッド出口オ
リフィスと、スピンオン処理装置の出口オリフィスとの流体連通を実現するように構成さ
れたヘッド入口オリフィスと、を有し、前記ヘッド入口オリフィスは、スピンオン流体処
理装置の螺子が切られたボアと係合するように構成された螺子が切られた外側表面を有す
るスナウト内において提供されており、出口チューブは、同心状の位置において前記螺子
が切られたボアの内側において少なくとも部分的に配設されており、且つ、前記出口チュ
ーブには、ヘッド入口オリフィスの補完的要素と係合するべく構成された、外部的に方向
付けされた封止部分が提供されている。
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【００３１】
　本開示の一態様によれば、キットが提供されており、キットは、上部表面であって、中
央において配置された内部的に螺子が切られたボアを有する上部表面、前記螺子が切られ
たボアから半径方向において移動した少なくとも１つの入口オリフィス、及び前記少なく
とも１つの入口オリフィスを取り囲む軸方向の封止体を有する実質的に円筒形のハウジン
グであって、処理媒体が、前記少なくとも１つの入口オリフィスを通じて進入する、且つ
、出口オリフィスを通じて離脱する、流体を処理するべく前記ハウジングの内側において
配置されている、ハウジングを有するスピンオン流体処理装置と、前記処理済みの流体を
受け入れるエンティティの入口オリフィス２１０の補完的要素と係合するべく構成された
、外部的に方向付けされた封止部分を有する延長チューブ又は出口チューブ１１０を形成
する部分１０２と、を有し、前記部分は、前記出口チューブが、同心状の位置において、
且つ、前記出口オリフィスとの間における封止された流体連通状態において、前記螺子が
切られたボア又は出口１３０の内側において少なくとも部分的に配設されるように、前記
スピンオン流体処理装置上に設置可能となるように適合されている。
【００３２】
　本開示の一態様は、フィルタヘッドのスパッドとの間における螺子が切られた接続用の
スピンオン流体フィルタカートリッジに関する。フィルタカートリッジは、取り囲む壁、
内部容積、及び取り囲む壁の端部で内部容積をカバーするカバー片を有するハウジングを
有し、カバー片は、中央ボアと、中央ボアから半径方向において離隔した入口構成と、を
含み、中央ボア及び入口構成は、内部容積との連通状態にあり、中央ボアは、内部的に配
設された螺子山を有し、中央ボアは、フィルタヘッドの外部的に螺子が切られたスパッド
上に螺合するように、サイズ設定及び構成されている。フィルタカートリッジは、カバー
片の外部上に位置する軸方向の封止部材を更に有し、且つ、入口構成を取り囲んでおり、
且つ、フィルタカートリッジが動作自在にフィルタヘッドに接続された際に、フィルタヘ
ッドとの間に封止を形成するべく、方向付けされている。フィルタカートリッジは、ハウ
ジングの内部容積内において動作自在に方向付けされたフィルタ要素を更に有する。フィ
ルタ要素は、クリーンな流体容積を取り囲むフィルタ媒体の管状の媒体パックを有し、媒
体パックは、要素の第１端部において端部キャップに固定されており、出口チューブは、
フィルタ要素の残りの部分から離れるように軸方向において延在し、且つ、端部キャップ
と一体的であるか又はこれに固定されており、出口チューブは、クリーンな流体容積と連
通状態にあり、且つ、出口チューブは、フィルタカートリッジがフィルタヘッドに接続さ
れた際に、出口チューブとフィルタヘッドスパッドの内部表面との間において、且つ、こ
れらに圧接した状態において、封止を形成する。
【００３３】
　いくつかの例示用の実施形態においては、出口チューブとフィルタヘッドスパッドの内
部表面との間の封止は、少なくとも、出口チューブの自由端部とフィルタヘッドの内部表
面との間における軸方向の封止体である。自由端部は、丸めることも可能であり、或いは
、自由端部は、テーパー化することもできる。
【００３４】
　出口チューブとフィルタヘッドスパッドの内部表面との間の封止は、出口チューブの外
側部分とフィルタヘッドスパッドの内部表面との間において、且つ、これらに圧接した状
態において、半径方向の封止体を更に含みうる。
【００３５】
　いくつかの例示用の実施形態においては、出口チューブは、円錐台の形状を有する。
【００３６】
　１つ又は複数の実施形態においては、半径方向の封止体は、出口チューブの外側部分か
ら突出するＯリング封止部材によって形成されている。
【００３７】
　例においては、フィルタカートリッジは、カバー片に向かってフィルタ要素を付勢する
弾性要素を更に含む。



(8) JP 6916376 B2 2021.8.11

10

20

30

40

50

【００３８】
　出口チューブは、フィルタ要素の残りの部分とは別個の断片であってもよく、且つ、端
部キャップに対して封止されている。
【００３９】
　端部キャップに対する封止は、望ましいフィルタリング効率をサポートするべく十分な
ものであることを要し、このような封止は、Ｏリングなどの別個の封止コンポーネントを
伴って又は伴うことなしに実現されうることに留意されたい。
【００４０】
　本開示の一態様は、外部的に螺子が切られたスパッドであって、内部的に方向付けされ
た封止表面を有するスパッドを有するフィルタヘッドと、先程様々に特徴付けされた、且
つ、フィルタヘッドに着脱自在に装着された、フィルタカートリッジであって、カバー片
の中心ボアの内部螺子山がスパッドの外部螺子山と螺合する、フィルタカートリッジと、
を有するフィルタ組立体を含む。出口チューブは、スパッド内に延在し、且つ、スパッド
の封止表面と出口チューブとの間において、且つ、これらに圧接した状態において、封止
体を形成している。
【００４１】
　例においては、スパッドの封止表面は、内向きの角度を有する表面を含む。
【００４２】
　１つ又は複数の実施形態においては、スパッドの封止表面は、スパッドの内部表面の残
りの部分に対して直角を有する平坦な表面である。
【００４３】
　例示用の実施形態においては、カバー片は、フィルタ要素に向かって内向きの角度を有
する凹入した部分を含み、且つ、フィルタカートリッジが動作自在にフィルタヘッドに接
続された際に、フィルタ要素は、凹入した部分との間における係合状態から離れるように
軸方向において離隔している。
【００４４】
　フィルタ組立体は、カバー片に向かってフィルタ要素を付勢する弾性要素を含みうる。
【００４５】
　いくつかの例においては、スパッドの内部表面は、円錐台形であり、且つ、出口チュー
ブは、円錐台の形状を有する。
【００４６】
　本開示の一態様は、スピンオンフィルタカートリッジをフィルタヘッド上に取り付ける
方法を対象としている。方法は、外部的に螺子が切られたスパッドを有するフィルタヘッ
ドを提供するステップであって、スパッドは、内部的に方向付けされた封止表面を有する
、ステップと、フィルタ要素を保持するハウジングを有するフィルタカートリッジを提供
するステップであって、ハウジングは、内部的に方向付けされた螺子山を有する中央ボア
を有するカバー片を有し、フィルタ要素は、出口チューブを有する、ステップと、中央ボ
アの内部螺子山とスパッドの外部螺子山を螺合自在に結合することにより、フィルタカー
トリッジをフィルタヘッドに接続するステップと、出口チューブをスパッド内に導くステ
ップと、を含む。
【００４７】
　一例においては、方法は、出口チューブとスパッドの内部表面との間において、且つ、
これらに圧接した状態において、封止を形成するステップを更に含む。
【００４８】
　一例においては、出口チューブをスパッド内に導く方法ステップは、出口チューブ上に
おいて定義されたアライメント特徴により、出口チューブをスパッド内にアライメントす
るステップを含む。一例においては、アライメント特徴は、出口チューブの面取りされた
端部又は湾曲した端部である。一例においては、ハウジングと、上部表面であって、内部
的に螺子が切られたボアを有する上部表面と、前記螺子が切られたボアから半径方向にお
いて移動した少なくとも１つの入口オリフィスと、前記少なくとも１つの入口オリフィス



(9) JP 6916376 B2 2021.8.11

10

20

30

40

50

を取り囲む軸方向の封止体と、を含む、スピンオン流体処理装置が提供されている。また
、同心状の位置において前記螺子が切られたボアの内側において少なくとも部分的に配設
された出口チューブを提供することも可能であり、この場合に、処理媒体は、前記少なく
とも１つの入口オリフィスを通じて進入する、且つ、前記出口チューブを通じて離脱する
、流体を処理するべく、前記ハウジングの内側において配置されている。
【００４９】
　一例においては、出口チューブには、外部的に方向付けされた封止部分が提供され、且
つ、前記処理済みの流体を受け入れるエンティティの入口スパッドの補完的要素と係合す
るべく構成されている。
【００５０】
　一例においては、出口チューブは、出口チューブが、螺子山の係合の前に、まず、入口
スパッドと接触することにより、螺子が切られたボアと入口スパッドとの間においてアラ
イメント機能を実行するように、螺子が切られたボアを超えて軸方向において延在してい
る。
【００５１】
　いくつかの例においては、出口チューブは、外部的に方向付けされた封止部分を含み、
且つ、螺子が切られたボアを超えて、軸方向において延在している。
【００５２】
　一例においては、内向きに対向する螺子山を有する螺子が切られた出口を取り囲む複数
の入口オリフィスを定義するハウジングを有する、且つ、ハウジング内において配設され
たフィルタ媒体を有する、スピンオン流体カートリッジが提供されている。一態様におい
ては、流体カートリッジは、螺子が切られた出口内において少なくとも部分的に配設され
た、且つ、これから離隔した、延長チューブを含みうる。
【００５３】
　いくつかの例においては、延長チューブは、アライメント特徴を定義するべく、螺子が
切られた出口を超えて軸方向において延在している。いくつかの例においては、延長チュ
ーブは、螺子が切られた出口の下方から、軸方向において螺子が切られた出口を超えたと
ころまで、延在している。
【００５４】
　いくつかの例においては、アライメント特徴は、延長チューブの面取りされた端部又は
湾曲した端部により、定義されている。
【００５５】
　いくつかの例においては、延長又は出口チューブは、アライメント特徴と、第１封止部
材と、の両方を含む。いくつかの例においては、延長チューブは、アライメント特徴と第
１封止部材のうちの１つのみを含む。
【００５６】
　いくつかの例においては、延長チューブは、第１封止部材を定義している。いくつかの
例においては、第１封止部材は、スピンオン流体カートリッジの軸方向の遠端と軸方向の
遠端から最も離れた内向きに対向する螺子山の端部との間において、軸方向に位置する。
いくつかの例においては、軸方向の遠端は、複数の入口オリフィスを取り囲む第２封止部
材によって定義されている。
【００５７】
　一例においては、内向きに対向する螺子山を有する螺子が切られた出口を取り囲む複数
の入口オリフィスを定義するハウジングを有する、且つ、ハウジング内において配設され
たフィルタ媒体を有する、スピンオン流体カートリッジが提供されている。一態様におい
ては、流体カートリッジは、第１封止部材を含む延長チューブを含むことが可能であり、
第１封止部材は、螺子が切られた出口内において少なくとも部分的に配設され、且つ、こ
れから離隔している。
【００５８】
　いくつかの例においては、ハウジングは、メインボディと、メインボディに固定された
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バッフルプレートと、を更に定義しており、この場合に、バッフルプレートは、複数の入
口オリフィスと、螺子が切られた出口と、を含む。
【００５９】
　いくつかの例においては、フィルタ媒体の端部に隣接する第１端部キャップが提供され
、この場合に、延長チューブは、第１端部キャップと共に一体的に形成されている。いく
つかの例においては、第１端部キャップは、フィルタ媒体の端部と隣接しており、且つ、
出口部分は、第１端部キャップに接続され、この場合に、延長チューブは、出口部分の一
部分によって形成されている。
【００６０】
　いくつかの例においては、ハウジングをフィルタヘッドに封止するための第２封止部材
が提供され、この場合に、第２封止部材は複数の入口オリフィスを取り囲んでおり、且つ
、軸方向において対向する封止表面を有する。
【００６１】
　いくつかの例においては、第１封止部材は、外向きに方向付けされた半径方向の封止表
面を定義している。いくつかの例においては、第１封止部材は、フィルタカートリッジの
長手方向軸に対して傾斜した角度において配設されている。いくつかの例においては、第
１封止部材は、円錐台の形状を有する。いくつかの例においては、第１封止部材は、延長
チューブと共に一体的に形成されている。いくつかの例においては、第１封止部材は、軸
方向及び半径方向のコンポーネントを有する。いくつかの例においては、第１封止部材は
、延長チューブとは別個に形成されている。いくつかの例においては、第１封止部材は、
Ｏリングである。
【００６２】
　いくつかの例においては、延長チューブは、プラスチック材料から形成されている。い
くつかの例においては、延長チューブは、金属材料から形成されている。本開示によるシ
ステム及びキットの実施形態の技術的効果及び利点は、必要な変更を伴って、本開示によ
るスピンオン流体処理装置の対応する実施形態のものに対応している。
【００６３】
　以下、以下の添付図面を参照し、本開示の実施形態のこれらの及びその他の特徴及び利
点について、更に詳しく説明することとする。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】本開示によるスピンオン流体処理装置の第１実施形態の上部部分を示す。
【図２】本開示によるスピンオン流体処理装置の第１実施形態の上部部分を示す。
【図３】本開示によるスピンオン流体処理装置の第１実施形態の上部部分を示す。
【図４】本開示によるスピンオン流体処理装置の第２実施形態の上部部分を示す。
【図５】本開示によるスピンオン流体処理装置の第２実施形態の上部部分を示す。
【図６】本開示によるスピンオン流体処理装置の第２実施形態の上部部分を示す。
【図７】本開示によるスピンオン流体処理装置の第３実施形態の上部部分を示す。
【図８】本開示によるスピンオン流体処理装置の第３実施形態の上部部分を示す。
【図９】本開示によるスピンオン流体処理装置の第３実施形態の上部部分を示す。
【図１０】本開示によるスピンオン流体処理装置の第４実施形態の上部部分を示す。
【図１１】本開示によるスピンオン流体処理装置の第４実施形態の上部部分を示す。
【図１２】本開示によるスピンオン流体処理装置の第４実施形態の上部部分を示す。
【図１３】本開示によるスピンオン流体処理装置の第４実施形態の上部部分を示す。
【図１４】本開示によるスピンオン流体処理装置の第５実施形態の上部部分の部分切欠き
斜視図面である。
【図１５】本開示によるスピンオン流体処理装置の第５実施形態の上部部分の部分切欠き
斜視図面である。
【図１６】既知のタイプのスピンオン流体処理装置に基づいた、本開示によるシステムを
取得するべく使用されうるアダプタを示す。
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【図１７】本開示によるスピンオン流体処理装置を製造するべく、キットの一部として提
供されうるスナップフィット部分を示す。
【図１８】入口チューブ又はスパッドを有するフィルタヘッドと、フィルタカートリッジ
と、を含むフィルタ組立体の概略分解斜視図である。
【図１９】ハウジング、端部片、及び内部フィルタ要素を含むフィルタカートリッジの一
実施形態を示す概略断面図である。
【図２０】本開示によるスピンオン流体処理装置の第６実施形態の上部部分の部分切欠き
斜視図面である。
【図２１】本開示によるスピンオン流体処理装置の第６実施形態の上部部分の部分切欠き
斜視図面である。
【図２２】ハウジング、端部片、及び内部フィルタ要素を含むフィルタカートリッジの一
実施形態を示す概略断面図である。
【図２３】既存の機械ヘッドが本発明に従って使用されるべく適合されうる方式を示す。
【図２４】既存の機械ヘッドが本発明に従って使用されるべく適合されうる方式を示す。
【図２５】既存の機械ヘッドが本発明に従って使用されるべく適合されうる方式を示す。
【図２６】本開示によるスピンオン流体処理装置の一実施形態の上部部分を示す概略断面
図を示す。
【図２７】本開示によるスピンオン流体処理装置の一実施形態の上部部分を示す概略断面
図を示す。
【図２８】本開示によるスピンオン流体処理装置の一実施形態の上部部分を示す概略断面
図を示す。
【図２９】図２６～図２８に示されているものに類似したフィルタカートリッジの一実施
形態を示す概略断面図であり、この場合には、出口チューブが、アライメント特徴として
動作しているが封止部材を伴うことなしに提供されている。
【発明を実施するための形態】
【００６５】
　図の全体を通じて、同一又は機能的に類似した要素を参照するべく、同一の符号が使用
されている。
【００６６】
　本開示は、内燃機関、液圧機械、及びその他の機械と共に使用される、例えば、スピン
オンフィルタ、触媒、空気－油セパレータ、又はキャニスタなどの、スピンオン流体処理
装置に関する。装置は、機械との間におけるインターフェイスのためにオリフィスを提示
する、上部表面を有する実質的に円筒形のハウジングを有する。「上部表面」という用語
は、スピンオン流体処理装置が設置された際に、機械の対応する表面に圧接した状態にお
いて休止する流体処理装置の平坦な上部を表記するべく使用されている。本出願の全体を
通じて、「上方（ｕｐ）」及び「下方（ｄｏｗｎ）」又は「上部（ｔｏｐ）」及び「下部
（ｂｏｔｔｏｍ）」という用語は、特定の用途が異なる向きにおいて装置を使用しうる、
という事実にも拘らず、「上部表面」の上述の定義に従って使用されている。
【００６７】
　上部表面は、中央において配置された内部的に螺子が切られたボアを有し、これは、更
に詳細に後述するように、出口オリフィスを含む。上部表面は、入口オリフィス内に導か
れた流体が上部表面の側部に沿って離れるように流れないことを保証するべく、螺子が切
られたボアから半径方向において移動した少なくとも１つの入口オリフィスと、少なくと
も１つの入口オリフィスを取り囲む軸方向の封止体と、を更に提示している。軸方向の封
止体は、上部表面の周囲の近傍において提供されていてもよく、且つ、螺子が切られたボ
アが機械の装着ヘッド上に十分遠くまで螺合した際に、機械の対応する表面と当接すると
共に、これに圧接した状態において圧縮されることになる。「軸方向の封止体」という用
語の使用により、封止体が、軸方向（即ち、長手方向軸に対して平行である方向）におけ
るフィルタカートリッジの運動によって形成されうるように、フィルタカートリッジの長
手方向軸に直交する方向において対向する封止表面を含むことを意味している。
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【００６８】
　出口チューブは、同心状の位置において前記螺子が切られたボアの内側において少なく
とも部分的に配設されており―チューブの開放端部は、上部表面と同一平面上に位置して
いてもよく、上部表面との関係において沈下していてもよく、或いは、上部表面から外部
に突出していてもよい。出口チューブは、ハウジングの内側と流体連通状態にあり、具体
的には、フィルタ装置又は触媒のケースにおいては、これは、装置の「クリーンな側」と
の流体連通状態にあり、一般性の喪失を伴うことなしに、以下においては、出口チューブ
との流体連通状態にある装置の部分を表記する際には、装置の「クリーンな側」を参照す
ることとする。出口チューブと螺子が切られた表面との間のボアの内側に存在するリング
形状の空間は、機械の入口上において提供された螺子が切られた対応する部分を受け入れ
ることになる。
【００６９】
　処理媒体は、少なくとも１つの入口オリフィスを通じて進入する、且つ、出口チューブ
を通じて離脱する、流体を処理するべく、ハウジングの内側において配置されている。
【００７０】
　本開示は、特に、螺子が切られたボアと機械上の螺子が切られた対応する部分が、取扱
い、出荷、及びサービスの際に、不純物を吸着しやすく、或いは、場合によっては、不純
物を生成しやすく、且つ、従って、十分な方式によってクリーンな側から封止されなけれ
ばならない、という本発明者の直観に基づいている。
【００７１】
　本開示は、流体処理装置内において、封止部分が提供された、螺子が切られたボアと同
心状である、更なる出口チューブを提供することにより、この封止を実現している。封止
部分は、外部的に方向付けされ（即ち、出口チューブとの関係において外向き又は上向き
に対向しており）、且つ、前記処理済みの流体を受け入れるエンティティの入口オリフィ
スの補完的要素と係合するべく、構成されている。従って、前記入口オリフィスは、流体
処理装置がその上部に螺合しうる外側螺子山と、内向きに方向付けされた内側封止表面と
、を有する円筒体を含む。また、前記円筒体は、本開示において「スナウト（ｓｎｏｕｔ
）」とも呼称されている。
【００７２】
　好ましくは、螺子が切られたボアの近傍において配設される、封止部分は、前記処理済
みの流体を受け入れるエンティティの入口オリフィスの補完的表面と係合するべく構成さ
れた封止表面又は封止構成であってよい。
【００７３】
　好ましくは、封止部分は、出口チューブ上において提供された螺子山の下部端部とスピ
ンオン装置の上部表面との間に位置する。設置された際に、封止部分は、好ましくは、機
械の補完的な螺子が切られた表面の下端部上方の容積内にある。
【００７４】
　従って、封止体及び螺子山の存在は、以下のような２つの封止されたインターフェイス
を定義している。
　－入口インターフェイスは、少なくとも１つの入口オリフィスを取り囲む軸方向の封止
体によって周囲において、且つ、噛合する螺子が切られた表面によって中央において、封
止された、螺子が切られたボアから半径方向において移動した、少なくとも１つの入口オ
リフィスによって実現されている。
　－出口インターフェイスは、処理済みの流体を受け入れるエンティティの入口オリフィ
スの対応する表面と係合する、外向きに且つ／又は上向きに対向する封止表面によって周
囲において封止された、出口チューブによって実現されている。
【００７５】
　出口インターフェイスの清浄性を更に保証するべく、出口インターフェイスは、好まし
くは、その最初の使用の前を含む、流体処理装置が使用中ではない際に、キャップによっ
て保護されている。キャップは、好ましくは、封止方式により、（後述する）出口チュー



(13) JP 6916376 B2 2021.8.11

10

20

30

40

50

ブの外部的に方向付けされた封止部分と係合している。
【００７６】
　図１～図３は、断面において、係合の連続的な段階における、本開示によるスピンオン
流体フィルタカートリッジ１５０又は処理装置１００の第１実施形態の（メインボディ１
６０上に繋ぎ合わされたバッフルプレート又はカバー片１６９によって形成された上部表
面を含む）上部部分を示している。一般性の喪失を伴うことなしに、スピンオン流体処理
装置１００は、フィルタカートリッジを収容するフィルタ装置として示されており、フィ
ルタカートリッジに対する任意の参照は、本開示をこの用途に限定することを意図したも
のではない。処理装置１００が、更に後述するように、フィルタヘッド２００に着脱自在
に装着されている（図１～図３には、部分的にのみ示されている）。フィルタヘッド２０
０は、入口チューブ２１０を形成するスパッドを有する。入口チューブ２１０は、外部螺
子山２３０を有する外側表面と、内側表面２１５／２１６と、を有する。内側表面２１５
／２１６は、後述する、処理装置１００との間の封止のために、封止表面を形成している
。
【００７７】
　出口チューブ１１０は、好ましくは、金属から製造された、実質的に円筒形のチューブ
として形成されており、その壁１１５は、図１～図３の実施形態においては、開放上端部
１１６において丸められている。
【００７８】
　入口オリフィス１２０が、螺子が切られたボア１３０の周りにおいて配設されており、
且つ、装置内部の「汚れた側」との流体連通状態にある。この入口ゾーンは、軸方向の封
止体１２５により、周囲において封止されている。
【００７９】
　カバー片１６９は、平坦な部分から凹入した部分１４０まで延在する、内向きの角度を
有するセクションを更に含む。凹入した部分１４０は、この実施形態においては、中央ボ
ア１３０に隣接している。
【００８０】
　図示の実施形態においては、入口オリフィス１２０は、内向きの角度を有するセクショ
ン内において配設されており、これは、上部表面の凹入した部分１４０内において終端し
ている。ハウジングの内側においては、処理媒体（例えば、フィルタ媒体１５１）を収容
するフィルタ要素が、上向きに力を作用させる（図示されていない）弾性要素の作用の下
において、この凹入した部分１４０に圧接した状態で休止している（図１９において識別
されている要素を参照すれば、弾性要素は、通常、ハウジング１６０の下部１６５とフィ
ルタ要素１５０の下部表面又は端部キャップ１５５との間において、ハウジング１６０内
において配設されるスプリングとなろう）。
【００８１】
　図１においては、螺子が切られたボア１３０は、機械の入口チューブ２１０の螺子が切
られた外側表面２３０と係合してはいない。
【００８２】
　図２においては、螺子が切られたボア１３０は、機械の入口チューブ２１０の螺子が切
られた外側表面２３０と部分的に係合している。実質的に円筒形のチューブ１１０の壁１
１５は、機械の入口チューブ２１０の内側表面２１５と摩擦係合し、これにより、初期の
半径方向の封止体１１５＋２１５を形成することができる。「半径方向の封止体」という
用語の使用により、フィルタカートリッジの長手方向軸に対して平行である方向において
延在する封止表面（例えば、長手方向軸と軸方向においてアライメントされた円筒形表面
に沿って延在する表面）を含むことを意味している。図示の例においては、半径方向の封
止体は、外向きに方向付けされた半径方向の封止体である。「外向きに方向付けされた」
という用語の使用により、フィルタカートリッジの長手方向軸とは別の方向において対向
する封止表面を含むことを意味している。代わりに、実質的に円筒形のチューブ１１０の
壁１１５と機械の入口チューブ２１０の内側表面２１５との間には、ある程度のクリアラ
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ンスが存在していてもよく、このケースにおいては、封止体は、上述のように全体的に表
面１１６及び２１６によって形成されている。
【００８３】
　図３においては、螺子が切られたボア１３０は、機械の入口チューブ２１０の螺子が切
られた外側表面２３０と十分に係合している。丸められた上端部１１６は、機械の入口チ
ューブ２１０のテーパー化された（円錐形の）部分２１６を圧接した状態において押圧し
、これにより、堅固な外向きに且つ／又は上向きに方向付けされた封止体１１６＋２１６
を形成している。適切な封止を得るべく必要とされる軸方向の力は、処理媒体１５１を収
容するカートリッジ１５０に対して上向きの力を作用させる上述の弾性要素により、提供
されている。図３において観察されうるように、この螺子が切られた表面の係合のレベル
においては、フィルタ要素１５０の端部キャップ１５９は、もはやハウジング１６０のカ
バー片１６９の凹入部１４０との接触状態にはなく、従って、弾性要素の力に対抗してい
るのは、実際にはハウジング１６０のカバー片１６９の凹入部１４０ではなく、封止表面
２１６である。
【００８４】
　この実施形態においては、封止表面２１６は内向きの角度を有する表面内に位置してい
る。これは、後述するようにその他の実施形態においては異なる形状を有しうる。
【００８５】
　このようにして、流体処理装置１００のクリーンな側は、不純物を最も収容しやすい螺
子が切られたエリア１３０／２３０から完全に封止されている。
【００８６】
　出口チューブ１１０及び／又は機械の対応する入口チューブ２１０は、例えば、出口チ
ューブ１１０のテーパー化された上部部分（面取り）及び／又は入口チューブ２１０の対
応する内部的にテーパー化された下部部分を提供することにより、例えば、好ましくは螺
子山が係合する前に、例えば、好ましくは第１接触部を形成する係合の際に、個々の軸の
自動的なアライメントを提供するように、成形することができる。この特徴は、例えば、
１ｍｍ以下、好ましくは、２ｍｍ以下、並びに、最も好ましくは、３ｍｍ以下、の初期ミ
スアライメントを吸収しうる。この特徴は、本明細書において記述されている本発明のそ
の他の特徴とは無関係に、スピンオン要素を受け入れるように設計された機械ヘッド上に
おいて提供することができる。
【００８７】
　図４～図６は、断面において、それぞれ係合解除された、部分的に係合した、及び、十
分に係合した、本開示によるスピンオン流体処理装置１００の第２実施形態の（メインボ
ディ１６０上に繋ぎ合わされたカバー片１６９によって形成された上部表面を含む）上部
部分を示している。
【００８８】
　出口チューブ１１０は、好ましくは、プラスチックから製造された、実質的に円筒形の
チューブとして形成されており、その壁１１５は、円錐台形の表面を形成するように、開
放上端部１１６においてテーパー化されている。
【００８９】
　いくつかの入口オリフィス１２０が、螺子が切られたボア１３０の周りにおいて配設さ
れており、且つ、装置内部の「汚れた側」との流体連通状態にある。この入口ゾーンは、
軸方向の封止体１２５により、周囲において封止されている。
【００９０】
　上述の実施形態におけると同様に、フィルタ媒体１５１を収容するフィルタ要素１５０
は、上向きの力を作用させる（図示されてはいない）弾性要素の作用の下において、カバ
ー片１６９のこの凹入した部分１４０に圧接した状態において休止している（図１９にお
いて識別されている要素を参照すれば、弾性要素は、通常、ハウジング１６０の下部１６
５とカートリッジ１５０の下部表面１５５との間において、ハウジング１６０内において
配設されるスプリングとなろう）。
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【００９１】
　図４においては、螺子が切られたボア１３０は、機械の入口チューブ２１０の螺子が切
られた外側表面と係合してはいない。流体処理装置１００の図示の部分は、標準的な金属
端部キャップ１５９と、出口チューブ１１０を含む成形されたプラスチック部分１０２と
、から構成されている。カン端部を適合させるこの方法は、汚れた側をクリーンな側から
分離するべく、更なる封止を必要としており、この更なる封止は、Ｏリング１０３の形態
を有しうる。
【００９２】
　螺子が切られたボア１３０を担持するカバー片１６９との関係におけるプラスチック部
分１０２の適切なアライメントを保証するべく、カバー片１６９の１つ又は複数の対応す
る下向きの突出部と協働するように、１つ又は複数のセンタリング溝１０４をプラスチッ
ク部分１０２上において提供することができる。
【００９３】
　図５においては、螺子が切られたボア１３０は、機械の入口チューブ２１０の螺子が切
られた外側表面２３０と部分的に係合している。実質的に円筒形のチューブ１１０の壁１
１５は、機械の入口チューブ２１０の内側表面２１５に圧接した状態において位置してい
る。テーパー化された上端部１１６は、機械の入口チューブ２１０の対応する方式によっ
てテーパー化された（円錐形の）部分２１６に接触し、これにより、軸方向及び半径方向
のコンポーネントを有する初期封止体１１６＋２１６を形成している。一態様においては
、テーパー化された上端部１１６は、上端部１１６の端部がフィルタカートリッジ１００
の長手方向軸に対して非直交角度においてアライメントされている、傾斜した封止表面を
定義するものとして、特徴付けることができる。図示の例においては、傾斜した角度は、
長手方向軸との関係において約４２°である。その他の角度も可能である。
【００９４】
　図６においては、螺子が切られたボア１３０は、機械の入口チューブ２１０の螺子が切
られた外側表面２３０と十分に係合している。テーパー化された上端部１１６は、機械の
入口チューブ２１０の対応する方式によってテーパー化された（円錐形の）部分２１６を
圧接状態において押圧し、これにより、軸方向及び半径方向のコンポーネントを有する堅
固な封止体１１６＋２１６を形成している。適切な封止を得るべく必要とされる軸方向の
力は、フィルタ要素１５０に対して上向きの力を作用させる上述の弾性要素により、提供
されている。図６において観察されうるように、この螺子が切られた表面の係合のレベル
においては、端部キャップ１５９は、もはや、ハウジング１６０のカバー片１６９の凹入
した部分１４０との接触状態にはなく、従って、弾性要素の力に対抗しているのは、実際
には、カバー片１６９の凹入部１４０ではなく、封止表面２１６である。
【００９５】
　このようにして、流体処理装置のクリーンな側は、最も不純物を収容しやすい螺子山エ
リア１３０／２３０から完全に封止されている。
【００９６】
　図７～図９は、断面において、それぞれ係合解除された、部分的に係合した、及び、十
分に係合した、本開示によるスピンオン流体処理装置１００の第３実施形態の（メインボ
ディ１６０上に繋ぎ合わされたカバー片１６９によって形成された上部表面を含む）上部
部分を示している。
【００９７】
　出口チューブ１１０は、好ましくは、プラスチックから製造された、円錐台形のチュー
ブとして形成されている。
【００９８】
　いくつかの入口オリフィス１２０が、螺子が切られたボア１３０の周りにおいて配設さ
れており、且つ、装置内部の「汚れた側」との流体連通状態にある。この入口ゾーンは、
軸方向の封止体１２５により、周囲において封止されている。
【００９９】
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　上述の実施形態におけると同様に、フィルタ媒体１５１を収容するフィルタ要素１５０
は、上向きの力を作用させる（図示されてはいない）弾性要素の作用の下において、カバ
ー片１６９のこの凹入した部分１４０に圧接した状態において休止している（図１９にお
いて識別されている要素を参照すれば、弾性要素は、通常、ハウジング１６０の下部１６
５とフィルタ要素１５０の下部表面１５５との間において、ハウジング１６０内において
配設されるスプリングとなろう）。
【０１００】
　図７においては、螺子が切られたボア１３０は、機械の入口チューブ２１０の螺子が切
られた外側表面と係合してはいない。流体処理装置１００の図示の部分は、Ｏリング１０
３を収容するための角度を伴って、端部キャップ１５９と、スナップフィット接続を利用
して端部キャップ１５９に装着される、出口チューブを含む部分１０２と、から構成され
ている。カン端部を適合させるこの方法は、クリーンな側から汚れた側を分離するための
更なる封止を必要としており、この更なる封止は、Ｏリング１０３の形態を有しうる。
【０１０１】
　螺子が切られたボア１３０を担持するカバー片１６９との関係におけるプラスチック部
分１０２の適切なアライメントを保証するべく、カバー片１６９の１つ又は複数の対応す
る下向きの突出部と協働するように、１つ又は複数のセンタリング溝１０４をプラスチッ
ク部分１０２上において提供することができる。センタリング溝１０４の代わりに、プラ
スチック部分１０２をカバー片１６９とのアライメント状態に移行させるべく機能する、
その他の適切な手段を提供することもできる。
【０１０２】
　図８においては、螺子が切られたボア１３０は、機械の入口チューブ２１０の螺子が切
られた外側表面２３０と部分的に係合している。円錐台形のチューブの傾斜した壁１１５
は、機械の入口チューブ２１０の対応する方式によって傾斜した内側表面２１５に圧接し
た状態において位置し、且つ、円錐台形のチューブ１１０の上部エッジ１１６は、入口チ
ューブ２１０の対応する表面２１６に圧接した状態において位置し、これにより、軸方向
及び半径方向のコンポーネントを有する初期封止体１１５＋２１５／１１６＋２１６を形
成している。
【０１０３】
　図９においては、螺子が切られたボア１３０は、機械の入口チューブ２１０の螺子が切
られた外側表面２３０と十分に係合している。円錐台形のチューブの傾斜した壁１１５は
、機械の入口チューブ２１０の対応する方式によって傾斜した内側表面２１５に圧接した
状態において位置し、且つ、円錐台形のチューブ１１０の上部エッジ１１６は、入口チュ
ーブ２１０の対応する表面２１６を圧接した状態において押圧し、これにより、軸方向及
び半径方向コンポーネントを有する堅固な封止体１１５＋２１５／１１６＋２１６を形成
している。適切な封止を得るべく必要とされる軸方向の力は、処理媒体１５１を収容する
カートリッジ１５０に対して上向きの力を作用させる上述の弾性要素により、提供されて
いる。図９において観察されうるように、この螺子が切られた表面の係合のレベルにおい
ては、フィルタ要素１５０の端部キャップ１５９は、もはや、ハウジング１６０のカバー
片１６９の凹入部１４０との接触状態にはなく、従って、弾性要素の力に対抗しているの
は、実際には、ハウジング１６０のカバー片１６９の凹入部１４０ではなく、封止表面２
１６である。
【０１０４】
　このようにして、流体処理装置１００のクリーンな側は、不純物を最も収容しやすい螺
子山エリア１３０／２３０から完全に封止されている。
【０１０５】
　この実施形態においては、封止表面２１６は、スパッド又は入口チューブ２１０の内部
表面２１５の残りの部分に対して直角である平坦な表面内にある。
【０１０６】
　図１０～図１３は、断面において、係合の連続的な段階における、本開示によるスピン
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オン流体処理装置１００の第４実施形態の（メインボディ上に繋ぎ合わされた上部表面を
含む）上部部分を示している。
【０１０７】
　出口チューブ１１０は、好ましくは、プラスチックから製造された、実質的に円筒形の
チューブとして形成されている。円筒体のマントルの外側には、Ｏリング１１７を収容す
る溝が提供されている。
【０１０８】
　いくつかの入口オリフィス１２０が、螺子が切られたボア１３０の周りにおいて配設さ
れ、且つ、装置内部の「汚れた側」との流体連通状態にある。この入口ゾーンは、軸方向
の封止体１２５により、周囲において封止されている。
【０１０９】
　上述の実施形態におけると同様に、フィルタ媒体１５１を収容するフィルタ要素１５０
は、上向きの力を作用させる（図示されてはいない）弾性要素の作用の下において、カバ
ー片１６９のこの凹入した部分１４０に圧接した状態において押圧されている（図１９に
おいて識別されている要素を参照すれば、弾性要素は、通常、ハウジング１６０の下部１
６５とフィルタ要素１５０の下部表面１５５との間において、ハウジング１６０内におい
て配設されるスプリングとなろう）。
【０１１０】
　図１０においては、螺子が切られたボア１３０は、機械の入口チューブ２１０の螺子が
切られた外側表面と係合してはいない。流体処理装置１００の図示の部分は、Ｏリング１
０３を収容するための角度を伴って、端部キャップ１５９と、スナップフィット接続を利
用して端部キャップ１５９に装着される、出口チューブを含む部分１０２と、から構成さ
れている。端部キャップを適合させるこの方法は、クリーンな側から汚れた側を分離する
ための更なる封止を必要としており、この更なる封止は、Ｏリンク１０３の形態を有しう
る。
【０１１１】
　螺子が切られたボア１３０を担持する上部表面との関係におけるプラスチック部分１０
２の適切なアライメントを保証するべく、上部表面の１つ又は複数の対応する下向きの突
出部と協働するように、１つ又は複数のセンタリング溝１０４をプラスチック部分１０２
上において提供することができる。
【０１１２】
　図１１においては、螺子が切られたボア１３０は、機械の入口チューブ２１０の螺子が
切られた外側表面２３０と部分的に係合している。円筒形チューブのＯリング１１７が、
機械の入口チューブ２１０の内側表面２１５に圧接した状態において半径方向において押
圧し、これにより、初期の半径方向の封止体１１７＋２１６を形成している。
【０１１３】
　図１２においては、螺子が切られたボア１３０は、機械の入口チューブ２１０の下部が
、出口チューブを含む部分１０２の肩に当接する地点まで、機械の入口チューブ２１０の
螺子が切られた外側表面２３０と更に係合している。螺子が切られた表面の任意の更なる
係合（即ち、軸方向の封止体１２５がその対抗する表面によって十分に圧縮される地点ま
で継続されることを要する、スピンオン装置の更なる回転）は、機械の入口チューブ２１
０の下部がフィルタ要素１５０を押し下げるようにすることになる。
【０１１４】
　図１３においては、螺子が切られたボア１３０は、機械の入口チューブ２１０の螺子が
切られた外側表面２３０と十分に係合している。円筒形のチューブのＯリング１１７は、
機械の入口チューブ２１０の内側表面２１５に圧接した状態において半径方向において押
圧することを継続し、これにより、堅固な半径方向の封止体１１７＋２１６を形成してい
る。このようにして、流体処理装置のクリーンな側は、最も不純物を収容しやすい螺子山
エリア１３０／２３０から完全に封止されている。この螺子が切られた表面の係合のレベ
ルにおいては、カートリッジ１５０の上部は、もはや、ハウジングの上部表面の凹入部１
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４０との接触状態にはなく、従って、いまや、弾性要素の力に対抗しているのは、ハウジ
ングの上部表面の凹入部１４０ではなく、機械の入口チューブ２１０の下部である。
【０１１５】
　図１４及び図１５は、「Ｄｕｒａｍａｘ」という商標において知られているタイプの、
本開示によるスピンオン組立体１００の第５実施形態の上部部分の部分切欠き斜視図面で
ある。スピンオン流体処理装置１００は、スパッド又は入口チューブ２１０を有するフィ
ルタヘッド２００から除去された状態において、示されている。
【０１１６】
　出口チューブ１１０は、好ましくは、金属から製造された、実質的に円筒形のチューブ
として形成されている。円筒体のマントルの外側には、Ｏリング１１７を収容する溝が提
供されている。
【０１１７】
　いくつかの入口オリフィス１２０が、螺子が切られたボア１３０の周りにおいて配設さ
れており、且つ、装置内部の「汚れた側」との流体連通状態にある。この入口ゾーンは、
軸方向の封止体１２５により、周囲において封止されている。
【０１１８】
　図１４においては、螺子が切られたボア１３０は、機械の入口チューブ２１０の螺子が
切られた外側表面２３０と係合してはいない。
【０１１９】
　図１５においては、螺子が切られたボア１３０は、軸方向の封止体１２５が機械ヘッド
の対抗する表面によって圧縮される地点まで、機械の入口チューブ２１０の螺子が切られ
た外側表面２３０と係合している。円筒形のチューブのＯリング１１７は、機械の入口チ
ューブ２１０の内側表面２１６に圧接した状態において半径方向において押圧し、これに
より、堅固な半径方向の封止体１１７＋２１６を形成している。このようにして、流体処
理装置のクリーンな側は、最も不純物を収容しやすい螺子山エリア１３０／２３０から完
全に封止されている。
【０１２０】
　また、本開示は、処理装置ヘッドを有する機械と、スピンオン流体処理装置と、を有す
るシステムにも関し、この場合に、前記スピンオン流体処理装置は、上部表面であって、
中心において配置された内部的に螺子が切られたボアを有する上部表面と、前記螺子が切
られたボアから半径方向において移動した少なくとも１つの入口オリフィスと、前記少な
くとも１つの入口オリフィスを取り囲む軸方向の封止体と、を有する実質的に円筒形のハ
ウジングを有し、処理媒体が、前記少なくとも１つの入口オリフィスを通じて進入する、
且つ、前記出口チューブを通じて離脱する、流体を処理するべく前記ハウジングの内側に
おいて配置されており、この場合に、前記処理装置ヘッドは、スピンオン処理装置の少な
くとも１つの入口オリフィスとの流体連通状態を実現するように構成された少なくとも１
つのヘッド出口オリフィスと、スピンオン処理装置の出口オリフィスとの流体連通状態を
実現するように構成されたヘッド入口オリフィスと、を有し、前記ヘッド入口オリフィス
は、スピンオン流体処理装置の螺子が切られたボアと係合するように構成された螺子が切
られた外側表面を有するスナウト内において提供され、この場合に、出口チューブは、同
心状の位置において前記螺子が切られたボアの内側において少なくとも部分的に配設され
、且つ、この場合に、前記出口チューブには、ヘッド入口オリフィスの補完的要素と係合
するべく構成された外部的に方向付けされた封止部分が提供されている。
【０１２１】
　本開示によるシステムの実施形態において使用されるスピンオン流体処理装置は、図１
～図１５を参照して上述した、スピンオン流体処理装置であってよいが、これに限定され
るものではない。また、本開示によるシステムは、既知のタイプの機械ヘッド及び適切な
アダプタを有する既知のタイプのスピンオン流体処理装置を装備することにより、得るこ
ともできる。図１６には、このようなアダプタの非限定的な例が示されている。アダプタ
は、機械ヘッド上において半永久的に設置されてもよく、或いは、既知のタイプのスピン
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オン流体処理装置と共に供給されてもよい。
【０１２２】
　また、本開示は、既知のタイプのスピンオン流体処理装置と、螺子が切られたボア内に
おいて設置されるべき部分と、を有するキットにも関する。従って、キットは、上部表面
であって、中央において配置された内部的に螺子が切られたボアを有する上部表面、前記
螺子が切られたボアから半径方向において移動した少なくとも１つの入口オリフィス、及
び前記少なくとも１つの入口オリフィスを取り囲む軸方向の封止体を有する実質的に円筒
形のハウジングを有するスピンオン流体処理装置であって、処理媒体が、前記少なくとも
１つの入口オリフィスを通じて進入する、且つ、出口オリフィスを通じて離脱する、流体
を処理するべく前記ハウジングの内側において配置されている、スピンオン流体処理装置
と、前記処理済みの流体を受け入れるエンティティの入口オリフィス２１０の補完的要素
と係合するべく構成された外部的に方向付けされた封止部分を有する出口チューブ１１０
を形成する部分１０２と、を有し、この場合に、前記部分１０２は、前記出口チューブ１
１０が、同心状の位置において、且つ、前記出口オリフィスとの封止された流体連通状態
において、前記螺子が切られたボア１３０の内側において少なくとも部分的に配設される
ように、前記スピンオン流体処理装置上に設置可能となるように適合されている。図１７
は、この部分を既知のタイプのスピンオン流体処理装置上において設置することにより、
本開示によるスピンオン流体処理装置を生成するべく、このようなキットの一部分として
提供されうるスナップフィット部分１０２の部分切欠き斜視図面を提供している。部分１
０２に関する更なる詳細については、図１～図１３の記述を参照されたい。
【０１２３】
　図１８は、入口チューブ又はスパッド２１０を有するフィルタヘッド２００と、フィル
タカートリッジ１００と、を含む、フィルタ組立体の概略分解斜視図である。図１９は、
ハウジング、端部片、及び内部フィルタ要素を含む、フィルタカートリッジ１００を示す
、対応する概略断面図である。
【０１２４】
　図１９においては、処理装置１００は、外側壁を有するハウジング１６０を含む。外側
壁は、通常薄い金属壁であるが、これは非金属であってもよい。外側壁は、ハウジング周
囲壁と、協働して内部容積を取り囲む閉鎖された底面１６５と、を形成している。底面１
６５の反対側のハウジング１６０の端部には、カバー片１６９がある。カバー片１６９は
、内部容積をカバーしている。
【０１２５】
　多くの実施形態が可能である。図示のものにおいては、カバー片１６９は、中央ボア１
３０を有し、これは、内部的に螺子が切られている。中央ボア１３０は、フィルタヘッド
２００の外部的に螺子が切られたスパッド２１０上に螺合するように、サイズ設定及び構
成されている。
【０１２６】
　入口構成は、中央ボア１３０から半径方向において離隔している。図示の実施形態にお
いては、入口構成は、中央ボア１３０を取り囲む複数の入口オリフィス１２０を含む。観
察されうるように、中央ボア１３０と入口オリフィス１２０の両方が、内部容積との流体
連通状態にある。
【０１２７】
　軸方向の封止部材１２５は、入口構成を取り囲むカバー片１６９上に位置する。軸方向
の封止部材１２５は、処理装置１００がフィルタヘッド２００に動作自在に接続された際
に、フィルタヘッド２００との間において軸方向において方向付けされた封止体を形成す
る。軸方向の封止部材１２５は、カバー片１６９の平坦な部分によって支持されている。
【０１２８】
　図１９を依然として参照すれば、処理装置１００は、ハウジング１６０の内部容積内に
おいて方向付けされたフィルタ要素１５０を含む。フィルタ要素１５０は、クリーンな流
体容積を取り囲む管状の媒体パック１５１を含む。通常、媒体パック１５１は、ひだを有
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する媒体を含む。媒体パック１５１は、両側の端部キャップ１５５、１５９に固定され、
且つ、これらの間において延在している。
【０１２９】
　フィルタ要素１５０は、出口チューブ１１０を含む。出口チューブ１１０は、フィルタ
要素１５０の残りの部分から離れるように軸方向において延在している。出口チューブ１
１０は、カバー片１６９と同一片（即ち、「これと一体的」）であってもよく（図２を参
照されたい）、或いは、カバー片１６９に着脱自在に固定することもできる（例えば、図
５、図８、及び図１１を参照されたい）。カバー片１６９に着脱自在に固定された際には
、更に上述したように、特に図４の文脈においては、その間に更なる封止部材が存在して
いる。出口チューブ１１０は、フィルタ要素１５０のクリーンな流体容積との流体連通状
態にある。フィルタヘッド２００に動作自在に接続された際に、出口チューブ１１０はス
パッド２１０内に延在し、これにより、出口チューブ１１０の外側表面１１６及び／又は
（図示のＯリングなどの）別個に提供された封止要素１１７は、出口チューブ１１０とス
パッド２１０の封止表面２１６との間において、且つ、これらに圧接した状態において、
封止を形成する。出口チューブ１１０の上端部は、図１９においては、スピンオン流体処
理装置の十分に接続された位置においてスパッド２１０の対応する表面と当接するべく示
されているが、必要とされる封止が半径方向の係合１１６／２１６又は１１７／２１６に
よって実現されていることから、このような当接は必須ではなく、且つ、必ずしも軸方向
の封止体を形成するわけでもない。
【０１３０】
　図２０及び図２１は、「Ｄｕｒａｍａｘ」タイプの一変形である、本開示によるスピン
オン組立体１００の第６実施形態の上部部分の部分切欠き斜視図面である。スピンオン流
体処理装置１００は、スパッド又は入口チューブ２１０を有するフィルタヘッド２００か
ら除去された状態で示されている。
【０１３１】
　出口チューブ１１０は、好ましくは、金属から製造された、実質的に円筒形のチューブ
として形成されている。円筒体のマントルの外側には、Ｏリング１１７を収容する溝が提
供されている。
【０１３２】
　いくつかの入口オリフィス１２０が、螺子が切られたボア１３０の周りにおいて配設さ
れ、且つ、装置内部の「汚れた側」との流体連通状態にある。この入口ゾーンは、軸方向
の封止体１２５により、周囲において封止されている。
【０１３３】
　図２０においては、螺子が切られたボア１３０は、機械の入口チューブ２１０の螺子が
切られた外側表面２３０と係合していない。
【０１３４】
　図２１においては、螺子が切られたボア１３０は、軸方向の封止体１２５が機械ヘッド
の対抗する表面によって圧縮される地点まで、機械の入口チューブ２１０の螺子が切られ
た外側表面２３０と係合している。円筒形のチューブのＯリング１１７は、機械の入口チ
ューブ２１０の内側表面２１６に圧接した状態で半径方向において押圧し、これにより、
堅固な半径方向の封止体１１７＋２１６を形成している。このようにして、流体処理装置
のクリーンな側は、最も不純物を収容しやすい螺子山エリア１３０／２３０から完全に封
止されている。
【０１３５】
　図１４及び図１５に示されている実施形態との比較において、図２０及び図２１の実施
形態は、螺子が切られたボア１３０上において、軸方向において短縮された螺子山を有し
、この結果、スピンオン流体処理装置の設置及び除去が、より容易且つ迅速なものとなっ
ている。螺子が切られたボア１３０上の螺子山は、（軸方向の封止体１２５を担持する）
スピンオン流体処理装置の上部表面に亘るまでは到達しておらず、これにより、螺子が切
られていない表面の部分を残している。スピンオン流体処理装置の設置の際に、この螺子
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が切られていない表面は、肩又はフランジ２１８を形成する機械ヘッドの要素上において
摺動するが、これについては更に詳細に後述することとする。
【０１３６】
　図２１に示されたスパッドの入口チューブ２１０は、出口チューブ１１０のテーパー化
された上部部分（面取り）を受け入れる入口チューブ２１０のテーパー化された下部部分
を提供することにより、係合の際に個々の出口チューブ１１０の自動的なアライメントを
提供するように成形されている。図示のケースにおいては、これは、図１４及び図１５に
示されている実施形態におけるものよりも、わずかに狭い出口チューブ２１０をもたらす
。
【０１３７】
　図２１に示されているスパッドの入口チューブ２１０は、肩又はフランジ２１８を有す
るように成形されており、この結果、最も高い螺子山が肩又はフランジ２１８と当接する
地点を超えた、（螺子が切られたボア１３０などの）任意の内部的に螺子が切られた要素
上における螺合が防止されている。肩又はフランジ２１８を形成する要素は、ヘッド入口
チューブ２１０と共に一片として成形されてもよく、或いは、継続する方式によってヘッ
ド入口チューブ２１０の周りにおいて配置される、例えば、プラスチックスリーブなどの
、別個のスリーブとして提供されてもよい。肩又はフランジ２１８の垂直方向位置を正当
に考慮した、スピンオン流体処理装置の適切な設計は、螺子が切られたボア１３０の上部
螺子山が肩又はフランジ２１８に到達する前に、螺子山が十分に係合し且つ封止体１１７
及び封止体１２５の両方が十分に圧縮される地点まで、スピンオン流体処理装置がスパッ
ド上に螺合しうることを保証している。但し、この特定のスパッドの形状（特に、肩又は
フランジ２１８の位置）を有するように設計されなかったスピンオン装置は、恐らくは正
しく設置されず、そのため、肩又はフランジ２１８は、その使用が正しいスピンオン流体
処理装置の機能に依存した機器を損傷しうる、正しくないスピンオン装置の不注意による
設置に対する、保護を提供している。肩又はフランジ２１８を形成する要素の半径方向外
向きに対向する部分は、有利には、使用されるべきスピンオン流体処理装置のタイプを通
知する、印刷又は彫刻された銘文、取付指示、製造標識、及び／又はその他の情報を担持
しうる。
【０１３８】
　設置された際に、スピンオン流体処理装置のクリーンな側が、外部的に方向付けされた
封止部分１１５、１１６を利用して、汚れた側及び外側の世界から封止され、これにより
、封止を目的とした、螺子が切られた結合に対する依存性が除去されている、ことが、本
発明の実施形態の一利点である。相応して、封止の品質に対する悪影響を伴うことなしに
、軸方向において低減された長さを有する螺子が切られた結合を使用することができる。
これに加えて、出口チューブ１１０が、螺子が切られたボア１３０の内側において完全に
配設された際には、或いは、わずかな程度においてのみ、それから出現している際には、
全体的なサービス高さが低減される。これは、回転させるべくフィルタヘッド２００の下
方においてスピンオン流体処理装置を位置決めしうるべく必要とされる垂直方向のクリア
ランス（或いは、逆に、スピンオン流体処理装置を螺合解除及び除去しうるべく必要とさ
れる垂直方向のクリアランス）が、従来のスピンオン構成におけるケースの場合よりも、
小さい、ことを意味している。これは、機器の設計が、サービスクリアランスのために限
られた空間の量しか残していない状況において有利である。
【０１３９】
　本発明が、クリーンな側を汚れた側及び外側の世界から封止するべく、螺子が切られた
ボア１３０のブレードとヘッド入口の螺子が切られた円筒体との間の緊密な接触に依存し
てはいない、という事実は、さもなければ利用可能とはならない、ヘッド入口円筒体及び
螺子が切られたボア１３０用の設計選択肢を更に可能としている。本発明の実施形態にお
いては、螺子が切られた要素は、周囲方向において連続的ではない。具体的には、機械入
口チャネルの螺子が切られた円筒体マントルは、内部的に螺子が切られた要素（具体的に
は、螺子が切られたボア１３０）と係合するためのその能力に影響を及ぼすことなしに、
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螺子山パターンを中断させる、軸方向におけるスリット又は溝或いはその他の特徴を有す
ることができる。これらの特徴は、特定の部分の設置又は動作に関連しうる特定の角度位
置を弁別するべく、或いは、その他の情報をシステムのユーザーに付与するべく、使用す
ることができる。これらの特徴は、本発明によらないスピンオン装置、具体的には、螺子
が切られたボア１３０の内側において少なくとも部分的に配設された、且つ、外部的に方
向付けされた封止部分１１５、１１６が提供された、出口チューブ１１０を装備してはい
ないスピンオン装置、の使用を更に防止又は阻止しうる。
【０１４０】
　図２２においては、処理装置１００は外側壁を有するハウジング１６０を含む。外側壁
は、通常薄い金属壁であるが、非金属であってもよい。外側壁は、ハウジング周囲壁と、
協働して内部容積を取り囲む閉鎖された底面１６５と、を形成している。底面１６５の反
対側であるハウジング１６０の端部には、カバー片１６９が存在している。カバー片１６
９は、内部容積をカバーしている。
【０１４１】
　多くの実施形態が可能である。図示のものにおいては、カバー片１６９は、中央ボア１
３０を有し、これは、内部的に螺子が切られている。中央ボア１３０は、フィルタヘッド
２００の外部的に螺子が切られたスパッド２１０上に螺合するように、サイズ設定及び構
成されている。螺子が切られたボア１３０上の螺子山は、（軸方向の封止体１２５を担持
する）スピンオン流体処理装置１００の上部表面に亘るまでは到達しておらず、これによ
り、螺子が切られていない表面の部分を残している。スピンオン流体処理装置の設置の際
に、この螺子が切られていない表面は、上述のように、肩又はフランジ２１８を形成する
機械ヘッドの要素上において摺動する。
【０１４２】
　入口構成は、中央ボア１３０から半径方向において離隔している。図示の実施形態にお
いては、入口構成は、中央ボア１３０を取り囲む複数の入口オリフィス１２０を含む。観
察されうるように、中央ボア１３０及び入口オリフィス１２０の両方は、内部容積との流
体連通状態にある。
【０１４３】
　軸方向の封止部材１２５が、入口構成を取り囲むカバー片１６９上に位置する。軸方向
の封止部材１２５は、処理装置１００が動作自在にフィルタヘッド２００に接続された際
に、フィルタヘッド２００との間において、軸方向において方向付けされた封止を形成す
る。軸方向の封止部材１２５は、カバー片１６９の平坦な部分によって支持されている。
【０１４４】
　依然として図２２を参照すれば、処理装置１００は、ハウジング１６０の内部容積内に
おいて方向付けされたフィルタ要素１５０を含む。フィルタ要素１５０及び処理装置１０
０の内側のその構成の更なる詳細については、上述の図１９の説明を参照されたい。
【０１４５】
　図２３～図２５は、既存の機械ヘッド２０１が、本発明による使用のために適合され、
これにより、以前の図との関連において説明したヘッド２００の均等物を形成しうる方式
を示している。これは、本発明による特徴を有するインサート２０２により、スパウト（
図示されてはいない外部的に螺子が切られた円筒体）を形成する標準的なインサートを置
換することにより、実現することができる。具体的には、インサート２０２は、機械ヘッ
ド２０１と継続する方式によって係合するように構成された上部の螺子が切られた部分と
、外側螺子山２３０を有するヘッド入口円筒体２１０を形成する下部部分と、を有する。
ヘッド入口円筒体２１０は、上述のように、流体処理装置の出口チューブの外向きに対向
する封止と係合するように構成された内側表面２１５を有する。図２３～図２５に示され
ているスパッドの入口チューブ２１０は、肩又はフランジ２１８を有するように成形され
ており、この結果、最上部の螺子山が肩又はフランジ２１８と当接する地点を超えた、（
螺子が切られたボア１３０などの）任意の内部的に螺子が切られた要素上における螺合が
防止されている。
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【０１４６】
　スピンオン流体処理装置の出口チューブを内部的に収容する必要があることから、ヘッ
ド入口シリンダ２１０の直径は、通常、標準的な（又は、従来の）スナウトの対応する直
径を上回っていることに留意されたい。相応して、本発明によるスピンオン流体処理装置
の実施形態は、例えば、Ｍ２６などの、螺子山サイズに適合した、螺子が切られたボアを
有することになり、その一方で、従来のスピンオン装置は、例えばＭ２２などの螺子山サ
イズを有することになろう。
【０１４７】
　図２６～図２８は、断面において、それぞれ係合解除された、完全に係合した、及び、
完全なアライメントの前の中間位置における、本開示によるスピンオン流体処理装置１０
０の一実施形態の（メインボディ１６０上に繋ぎ合わされたバッフルプレート／カバー片
１６９によって形成された上部表面を含む）上部部分を示している。
【０１４８】
　一態様においては、出口チューブ１１０は、好ましくは、プラスチックから製造された
、管状の構造として形成されており、その壁１１５は、円錐台形の表面を形成するように
、開放上端部１１６においてテーパー化されている。一態様においては、テーパー化され
た又は円錐台形に成形された側壁１１５は、側壁１１５が、機械の入口チューブ２１０と
の間におけるアライメント特徴として機能しうるように、螺子が切られたボア１３０の最
遠端部を超えて、軸方向において延在している。このような構成は、処理装置１００の螺
子が切られたボア１３０が、ヘッド２００の外側螺子山２３０との間においてより容易に
アライメントされ、且つ、その上部に螺合する、ことを可能にしている。図２８において
最も容易に観察されうるように、処理装置１００が、当初、ヘッド２００とミスアライメ
ントされた場合にも、テーパー化された側壁１１５は、螺子山の間の係合接触が実施され
る前に、機械の入口チューブ２１０の傾斜した内側表面２１５と相互作用することにより
、処理装置１００をセンタリングされた位置内に導くことになる。図２７は、側壁１１５
がこのアライメント機能を実行した後の、螺子が切られたボア１３０及び外側螺子山が係
合した状態を示している。側壁１１５は、湾曲した又は丸められた形状（例えば、先端が
切り捨てられたドームの形状）を有するように提供されうるであろう一方で、内側表面２
１５にも、同様に、湾曲した又は丸められた形状が提供されうるであろうことに留意され
たい。
【０１４９】
　また、その他の実施形態について上述されているように、図２６～図２８において開示
されている設計は、封止体（例えば、表面２１６に圧接した状態において機能する封止体
１１７）の動作を介して、処理装置１００のクリーンな側から螺子が切られた接続１３０
＋２３０を隔離するべく機能している。側壁１１５が螺子が切られたボア１３０を超えて
延在するのに伴って、側壁１１５は、螺子山１３０、２３０が係合する前に、必然的に入
口チューブ２１０に挿入される。従って、側壁１１５が提供しているアライメント特徴は
封止体１１７の隔離機能を更に改善しており、且つ、螺合動作の際に外れた状態になりう
る螺子山１３０、２３０上の任意のバリの、処理装置１００のクリーンな側への進入の防
止を更に保証している。
【０１５０】
　図２６を参照すれば、入口チューブ２１０が、封止１２５が圧接状態において封止を形
成する機械２００の面を超えて、高さＨ１において突出していることが観察されうる。図
２６～図２８において示されている構成に起因して、この高さは、ヘッド２００と関連す
るアライメント特徴を有するいくつかの従来技術のシステムとの比較において、格段に低
減することができる。例えば、Ｈ１は、１７ｍｍほどに小さいものでありうる一方におい
て、いくつかの従来技術のシステムは、同様にサイズ設定されたカートリッジ１００及び
ヘッド２００の場合に、約２５ｍｍという対応する高さを必要としている。
【０１５１】
　図２９を参照すれば、図２６～図２８に示されている構成に対する一代替肢が提示され
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ており、この場合に、出口チューブ１１０は、基本的に、図２６～図２８に示されている
ものと同一であるが、封止部材１１７及び封止部材１１７を受け入れる周囲溝が省略され
ている。従って、この提示された構成においては、出口チューブ１１０は、出口チューブ
１１０と入口チューブ２１０との間において封止機能を提供するように、構成されてはい
ない。そうであるにも拘わらず、テーパー化された又は円錐台形に成形された側壁１１５
は、側壁１１５が、機械の入口チューブ２１０との間におけるアライメント特徴として機
能しうるように、依然として、螺子が切られたボア１３０の最遠端部を超えて、軸方向に
おいて延在している。従って、当業者には、本明細書における開示により、出口チューブ
１１０は、（１）入口チューブ２１０との間の封止を形成するための封止部材を含むこと
なしに、入口チューブ２１０と相互作用するアライメント特徴のみを形成するように、（
２）入口チューブ２１０と相互作用するアライメント特徴を形成することなしに、入口チ
ューブ２１０との間において封止を形成するための封止部材のみを含むように、或いは、
（３）入口チューブ２１０との間において封止を形成するための封止部材を含むと共に、
入口チューブ２１０と相互作用するアライメント特徴を含むように、選択的に構成されう
ることが明らかとなろう。スピンオンフィルタカートリッジをフィルタヘッド上に取り付
ける方法は、上述の実施形態を使用しうる。方法は、外部的に螺子が切られたスパッド２
１０を有するフィルタヘッド２００を提供するステップを含み、スパッドは、内部的に方
向付けされた封止表面２１６を有する。フィルタ要素１５０を保持するハウジング１６０
を有する、様々に上述した、フィルタカートリッジ１００が提供される。ハウジング１６
０は、内部的に方向付けされた螺子山を有する中央ボア１３０を有するカバー片１６９を
有しており、フィルタ要素１５０は、出口チューブ１１０を有する。方法は、中央ボア１
３０の内部螺子山とスパッド２１０の外部螺子山を螺合自在に結合することにより、フィ
ルタカートリッジ１００をフィルタヘッド２００に接続するステップと、出口チューブ１
１０をスパッド２１０内に導くステップと、出口チューブ１１０とスパッド２１０の内部
表面との間において、且つ、これらに圧接した状態において、封止体１１６＋２１６を形
成するステップと、を含む。方法は、フィルタカートリッジをヘッド上に螺合し、且つ、
封止体１１６＋２１６（又は、１１７＋２１６）を形成するステップの前に、フィルタヘ
ッドの螺子が切られたスパッドを有するフィルタカートリッジの中央ボア１３０を出口チ
ューブ１１０とアライメントするステップを更に含みうる。
【０１５２】
　以上は、例示用の原理を含む。これらの原理を使用することにより、多くの実施形態を
実施することができる。
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【図２５】

【図２６】

【図２７】

【図２８】

【図２９】



(30) JP 6916376 B2 2021.8.11

10

フロントページの続き

(74)代理人  100116894
            弁理士　木村　秀二
(72)発明者  ウィレムス，　ガート
            アメリカ合衆国　ミネソタ州　５５４４０－１２９９，　ミネアポリス，　ピー．オー．ボックス
            　１２９９，　ウエスト　ナインティフォース　ストリート　１４００

    審査官  小川　慶子

(56)参考文献  実開昭５９－１０２１１０（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開平１１－２４４６１８（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ０１Ｄ　　２７／００－２７／０８
              Ｂ０１Ｄ　　３５／０２　　　　
              　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

